2014年度  一般社団法人長岡青年会議所
第18回  理事会
議事録
日　時:平成26年 10月6日(月)　19:00～21:20
場　所:長岡グランドホテル2階「末広」
出席者:出欠表参照
1. 開会宣言



:大石慶太郎専務理事

2. JCI Creed 唱和

:竹樋直也理事
3. JCI Mission並びにJCI Vision 唱和
:白瀬辰次理事
4. JC 宣言文朗読並びに綱領唱和　　　　:竹中進介理事
5. 長岡JC宣言唱和


:長谷川章理事
6. 議事録作成人の指名


:総務広報委員会(佐藤栄治君)
7. 定足数及び配布資料の確認

:大谷実総務広報委員会副委員長
定足数:19時03分、理事40名中30名の出席を確認。
定足数を満たし、会議の成立が宣言された。
事前配信資料:ファイル名 14riji18
8. 理事長挨拶(別紙)


:佐田直人理事長
9. 直前理事長挨拶


:村田靖直前理事長欠席のため、割愛された。
10. 議長選出
定款第37条1項の規定により、佐田直人理事長が議長に選出された。
11. 前回議事録の承認(別紙)

:佐田直人理事長
(1) 第17回理事会議事録の承認に関する件
第17回理事会議事録は、全会一致をもって承認された。
 12. 審議事項(別紙)

　　　　:佐田直人理事長
【A.特別議事】
(1) その他
なし
【B. 一般議事】
(1) 総務広報委員会卒業例会「～卒業式・理事長引継式～」承認に関する件
大谷実副委員長より上程が行われ、全会一致をもって承認された。
(2) 灯籠委員会 2014年度 一般社団法人長岡青年会議所 忘年会「響友(きょうゆう)～未来を開く長岡JC魂～」承認に関する件
難波俊輔委員長より上程が行われ、次回再審議となった。
(3) おまつり委員会「Nagaoka高校生フェスタ2014～未来に繋げ!Second Stage～」報告承認に関する件
丸山司委員長より上程が行われ、全会一致をもって承認された。
(4) 青少年委員会「「復興祈願花火フェニックス」への想い～ようこそフェニックス先生～」報告承認に関する件
桑原望委員長より上程が行われ、全会一致をもって承認された。

　 (5) 青少年委員会「「復興祈願花火フェニックス」への想い～みんなであげようフェニックス10～」報告承認に関する件
　　　 桑原望委員長より上程が行われ、全会一致をもって承認された。
(6) 長岡未来特別委員会7月担当公開例会「未来を創造する力～長岡の未来CMコンテスト2014～」報告承認に関する件

　  佐藤直樹特別委員長より上程が行われ、全会一致をもって承認された。
(7) クラブソイがイヤー「14ソイガイヤー8.3ミッション」報告承認に関する件
　  池田治司令長官より上程が行われ、全会一致をもって承認された。
13. 協議事項(別紙)
(1) 灯籠委員会 2014年度 一般社団法人長岡青年会議所 忘年会「響友(きょうゆう)～未来を開く長岡JC魂～」に関する件
難波俊輔委員長より2回目の上程が行われ、審議上程への動議がなされ、動議採決の全会一致をもって即時審議上程となった。
 (2) おまつり委員会「14長岡JC神輿渡御「一心」」報告に関する件
丸山司委員長より1回目の上程が行われ、次回再協議となった。
(3) おまつり委員会「Nagaoka高校生フェスタ2014～未来に繋げ!Second Stage～」報告に関する件
丸山司委員長より１回目の上程が行われ、審議上程への動議がなされ、動議採決の全会一致をもって即時審議上程となった。
(4) 青少年委員会「「復興祈願花火フェニックス」への想い～ようこそフェニックス先生～」報告に関する件
桑原望委員長より１回目の上程が行われ、審議上程への動議がなされ、動議採決の全会一致をもって即時審議上程となった。
(5) 青少年委員会「「復興祈願花火フェニックス」への想い～みんなであげようフェニックス10～」報告に関する件
　　桑原望委員長より１回目の上程が行われ、審議上程への動議がなされ、動議採決の全会一致をもって即時審議上程となった。
(6) 長岡未来特別委員会7月担当公開例会「未来を創造する力～長岡の未来CMコンテスト2014～」報告に関する件

佐藤直樹特別委員長より2回目の上程が行われ、審議上程への動議がなされ、

動議採決の全会一致をもって即時審議上程となった。
(7) クラブソイがイヤー「14ソイガイヤー8．3ミッション」報告に関する件
池田治司令長官より1回目の上程が行われ、審議上程への動議がなされ、動議採決の全会一致をもって即時審議上程となった。
 14. 討議事項
なし
 15. 報告・依頼事項
(1) 長岡の未来特別委員会「フェニックスまつり2014～新たな一歩で未来へ扉を開こう！～」について
　　佐藤直樹特別委員長より前回理事会からの事業計画修正の報告と、事業への協力依頼があった。
(2) その他
　 【報告・依頼1】山崎嘉平太委員長
　　10月19日に行われる「TKカップソフトボール大会＆流しそうめん＆BBQ」の参加依頼があった

　 【報告・依頼2】経営心学委員会　風間政信委員長

　　10月21日に行われる10月担当例会「「継往開来」～経営の心を継承し、未来の扉を開け～」の出欠及び事前アンケートの返信協力依頼があった。
 16. 次回開催日の確認
日　時:平成26年10月22日(水) 19:00～21:00
場　所:長岡グランドホテル 2階「末広」
17. 監事講評(別紙)


:田中貴夫監事
18. 閉会宣言



:大石慶太郎専務理事
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2014年度  一般社団法人長岡青年会議所
第18回  理事会
議事録(別紙)
8. 理事長挨拶



:佐田直人理事長
　台風18号による被害状況が続々と伝わってきています。これ以上被害が拡大しないことを心より祈っています。
　いよいよ今週末に「第63回全国大会 松山大会」が開催されます。丸山清貴監事が12日の「AWARDS JAPAN 2014 第2部」の司会を務められるとの事ですので、参加メンバー全員で活躍を見守りましょう。
　私も何度か出向しておりまして、2011年に新潟ブロック協議会の副会長を務めさせていただいた当時に専務理事や新潟ブロック協議会の役員だった方々が、本年度の理事長や新潟ブロック協議会の役員を務めていて、そういった方々と様々な情報交換をさせていただき、それが本年度の活動にも繋がっています。私が一つ後悔しているのが、日本JCに出向しなかったことです。私が入会した当時は日本JCに出向する方がおりませんでしたので、日本JCへの出向がどういうものなのかがよく分かりませんでした。しかし、今の長岡JCには日本JCに出向した経験者が多くいますし、日本JCの魅力を伝えられる方もたくさんいます。日本JCへの出向の経験や、培った人脈をLOMの活動に長く生かすためにも、なるべく早期に出向していただきたいと思います。
　また、長岡JCしか知らないと、なかなか見えないことがあります。出向して外から長岡JCを見ることで、少しは悪い部分も見えるかもしれませんが、逆に長岡JCの素晴らしいところや魅力を再発見することもできると思います。ぜひ、出向を経験して高みを目指してください。
　本日は報告案件が多くあります。次年度以降に繋げるために、忌憚のないご意見をお願いします。
11. 前回議事録の承認


:佐田直人理事長
(1) 第17回理事会議事録の承認に関する件
Ｏ:田中貴夫監事
　内容の濃い議論が目に浮かぶような素晴らしい議事録でした。
Ｏ:丸山清貴監事
　しっかりとした形でまとまっていました。
【採決】挙手によって行なわれた。
【採決結果】佐田直人理事長
全会一致で承認となった。
12. 審議事項



:佐田直人理事長
【B. 一般議事】
(1) 総務広報委員会 卒業例会「～卒業式・理事長引継式～」承認に関する件
【説明】大谷実副委員長
　本来であれば協議の段階で添付すべき横断幕のデザインが漏れておりましたので、追加いたしました。確認不足をお詫びいたします。申しわけございませんでした。卒業生の方々が気持ちよくご卒業できるように、また、次年度に卒業生の想い引き継げるように設営してまいります。慎重審議をお願いします。

【補足】髙頭明紀夫事務局長
　横断幕のデザインの添付が漏れておりましたこと、上程責任者としてお詫び申し上げます。しっかりとしたセレモニーを行う準備を総務広報委員会メンバーでしています。あくまでこれも一つの例会であるとご認識いただいて、多数の参加をお願い申し上げます。
【採決】挙手にて行われた。

【採決結果】佐田直人理事長

全会一致で可決承認となった。
(2) 灯籠委員会 2014年度 一般社団法人長岡青年会議所 忘年会「響友(きょうゆう)～未来を開く長岡JC魂～」承認に関する件

【説明】難波俊輔委員長
　一年間活動のど真ん中に立ってきたメンバーの労をねぎらい、ご卒業生に感謝を伝えられる素晴らしい忘年会となるよう、精一杯設営したいと考えています。忌憚のないご意見をお願いします。

【結果】佐田直人理事長
　ゲスト未定により予算が確定できないため、次回再審議となった。
(3) おまつり委員会「Nagaoka高校生フェスタ2014～未来に繋げ!Second Stage～」報告承認に関する件
【説明】丸山司委員長
　長岡まつりに欠かせない事業になるように未来に繋いでいきたいと思いますので忌憚のないご意見をお願いします。
Ｑ:難波俊輔委員長
　5ヵ年計画のロードマップ上では、翌年に向けて高校生フェスタ実行委員会が立ち上がるとありますが、どのようにお考えですか。

Ａ:丸山司委員長
　未成年者である高校生だけで事業を開催するのは、現実的に不可能です。しかし、高校生の実行委員会という組織的なものではなくても一年一年引き継ぐことはできます。今年最後の高校生スタッフ会議の際、来年も主体的に後輩を巻き込んで繋いでくれますかという問いかけに多くの賛同の署名を頂いています。
Ｏ:難波俊輔委員長
　ロードマップが目指すべきところに到達できるように引き継ぎをお願いします。

【採決動議】難波俊輔委員長
【セコンド】山崎嘉平太委員長
【採決】挙手にて行われた。
【採決結果】佐田直人理事長
全会一致で可決され、採決することとなった。
【採決】挙手にて行われた。
【採決結果】佐田直人理事長
全会一致で可決承認となった。
(4) 青少年委員会「「復興祈願花火フェニックス」への想い～ようこそフェニックス先生～」報告承認に関する件
【説明】桑原望委員長
　想いは先ほど述べさせていただいたとおりです。慎重なる審議をお願いします。

【採決】挙手にて行われた。
【採決結果】佐田直人理事長
全会一致で可決承認となった。
(5) 青少年委員会「「復興祈願花火フェニックス」への想い～みんなであげようフェニックス10～」報告承認に関する件
【説明】桑原望委員長

　事業報告書には良い面はもちろん、反省点も隠すことなく引継事項に記載しております。慎重なる審議をお願いします。
【採決】挙手にて行われた。
【採決結果】佐田直人理事長
全会一致で可決承認となった。
(6) 長岡未来特別委員会7月担当公開例会「未来を創造する力～長岡の未来CMコンテスト2014～」報告承認に関する件

【説明】佐藤直樹特別委員長
　市民に対する余裕をもった事業計画の必要性や、メンバーへの意識付けが非常に大切だということを学ばせていただきました。慎重審議をお願いします。
【補足】高橋一貴室長
　倉重一郎理事に対するＱ＆Ａの記載漏れについてお詫びします。慎重審議をお願いします。
【採決】挙手にて行われた。
【採決結果】佐田直人理事長
全会一致で可決承認となった。
(7) クラブソイがイヤー「14ソイガイヤー8.3ミッション」報告承認に関する件

【説明】池田治司令長官
　来年で設立から10年となります。理事の皆様からのご意見により、より良い活動をしてまいりたいと思いますので、慎重審議をお願いします。

【採決】挙手にて行われた。
【採決結果】佐田直人理事長
全会一致で可決承認となった。
13. 協議事項
(1) 灯籠委員会 2014年度 一般社団法人長岡青年会議所 忘年会「響友(きょうゆう)～未来を開く長岡JC魂～」に関する件
【説明】難波俊輔委員長
　資料に基づいて前回からの変更点を中心に説明を行った。

【補足】瀧川寛人室長
　委員会でしっかり議論してきました。忌憚のないご意見をお願いします。
Ｑ:長谷川章理事
　振り返り映像を上映する際には歓談を一度中断するのですか。
Ａ:難波俊輔委員長
　重要な映像ですので、一度席にお戻りいただき、着座にてしっかり見ていただきたいと考えています。
Ｑ:長谷川章理事
　振り返り映像の上映から褒賞発表・授与式と続きますが、この間は席を立てないのでしょうか。
Ａ:難波俊輔委員長
　歓談中はお手洗いに行ける時間となっています。振り返り映像の上映から褒賞発表・授与式の終了まで30分ですし、その後10分間歓談の時間を設けておりますので、お手洗い等の問題はないものと考えています。
Ｏ:長谷川章理事
　司会から時機をみて声掛けをした方がいいと思います。
Ａ:難波俊輔委員長
　参考にいたします。

Ｑ:長谷川啓理事
　スペシャルゲストが未定となっていますが、進捗状況を教えてください。

Ａ:難波俊輔委員長
　ゲスト側の回答待ちとなっている状況です。今月中には確定することになっています。
【審議動議】山崎嘉平太委員長
審議への動議がなされた。
【セコンド】大谷実理事
【動議採決】挙手にて行われた。
【採決結果】佐田直人理事長
全会一致で可決され、即時審議上程することとなった。
(2) おまつり委員会「14長岡JC神輿渡御「一心」」報告に関する件
【説明】丸山司委員長
資料に基づいて説明を行った。
【補足】中村徹室長
　丸山司委員長の男気と、そして義理と人情があったからこそ、一般担ぎ手用の半纏を新調することもでき、特別会員も周りで見ている方々も一心になるような神輿渡御ができたと思います。忌憚のないご意見をお願いします。
Ｑ:長谷川章理事
　事業目的に達しなかった点について、理由を詳しくお聞かせください。
Ａ:丸山司委員長
　メンバーへのお願いの仕方が弱かったと感じています。
Ｏ:長谷川章理事
　おまつり委員会が新入会委員と一緒になって、率先して担ぎ手の募集をすることが前提だと思います。市民に向かって参加推進をしていかなければならないのだから、「各種団体、グループに参加を呼び掛けます。」とある対象は他LOMでなく、例えば社会人野球のチーム等、他に相応しい団体やグループがあったはずです。直前の参加取り消しが多数あったにせよ、一般参加者数が少なかったのは事実です。参加員数計画についての検証は、再度委員会で議論していただく必要があると思いますし、次年度おまつり委員会にしっかりと引き継げる報告にしてほしいと思います。新入会員を巻き込んで何を頑張ったのかも報告書の記載からは見えてきませんし、次年度への引継事項⑪に「多くの一般参加者と共に行う事業でありますが、募集人員について今一度、検証し参加員数計画を設定して下さい。」と記載されている意図も分かりません。そういった部分を含めて、委員会で精査してください。
Ａ:丸山司委員長
　報告書の記載の仕方を再考いたします。

Ｑ:山崎嘉平太委員長
　近年女性の参加が非常に多くなってきています。女性が同じ場所に固まってしまい担ぎ手のバランスが悪くなってしまっている場面が見受けられましたがどのようにお考えですか。
Ａ:丸山司委員長
　筒先人の指導を徹底し、ところてん方式で人を入れる際にバランス良く配置する事で解決できると考えます。

Ｏ:山崎嘉平太委員長
　次年度以降においても女性参加者が増えていくと思いますので、筒先人の練習などを対策として引継いでください。
Ｑ:野村紘二理事
　一般参加者が多い神輿ですので、他の神輿団体の渡御の迷惑になっているところがあったのではないでしょうか。
Ａ:丸山司委員長
　渡御ルートにつきましては例年どおり神輿協議会で最終確認をして各団体のルートを決め、事故がないように確認しています。現場では非常に気を使っていましたが、目の行き届かないところもありましたので、後で他の神輿団体に迷惑を掛けるようなことがなかったか確認しましたが、問題なかったとのお言葉を頂きましたので、来年も安全に渡御できるように引継ぎします。
Ｑ:竹樋直也理事
　アンケートの集計結果について、Q3の表と円グラフの値が違いますがどちらが正しいですか。

Ａ:丸山司委員長
　円グラフのほうが正しいので修正します。
Ｑ:竹樋直也理事
　4割ほどの方が「少し危険を感じた」と回答していますが、具体的に何を危険に感じたのか確認してありますか。
Ａ:丸山司委員長
　確認してはいませんが、担ぎ出しの際に渡御ルートに進入するタイミングを誤り、静止もみの時間が長くなってしまって危険に感じた方がいたと考えられます。

Ｏ:竹樋直也理事
　こんなところを危険に感じたという参加者の声を聞いた方がいるかどうかを他の委員会にも確認して、できれば具体的な危険の内容も含めて、引継事項に記載してください。
Ａ:丸山司委員長
　確認した上で聞いた方がいれば事業報告書に反映します。

Ｑ:難波俊輔委員長
　例年、おまつり委員会メンバーに22時30分からのLOMメンバーによる灯籠流しに参加いただけるか、直前まで分からないことが多いのですが、本年度は10時30分からの灯籠流しに参加することについて、どのような状況だったのかをお聞かせください。
Ａ:丸山司委員長
　例年通りですが、同時に宵宮事業の後片付けもありましたので、私の方で確認して手の空いた者に声をかけて灯籠流しに参加しました。

Ｑ:難波俊輔委員長
　もし次年度も22時30分からのLOMメンバーによる灯籠流しを行うとして、丸山司委員長は、おまつり委員会メンバーの内、手の空いた者はそこに参加可能であるとお考えですか。

Ａ:丸山司委員長
　状況次第ではありますが、私は手の空いた者が行くことは可能だと考えます。
Ｏ:難波俊輔委員長
　引継事項として記載をお願いします。
Ａ:丸山司委員長

　記載します。
Ｑ:大谷実理事

　協賛企業リストで網掛けになっている方々について、その意図をお聞かせください。

Ａ丸山司委員長
　協賛いただいた方や退会された方や休会された方を見易くしたリストになっています。

Ｏ:大谷実理事

　協賛金を頂いていない方は削除して、協賛金を頂いた方のみのリストにしてください。

Ａ:丸山司委員長
　そのようにいたします。
Ｑ:青木征一郎委員長
　ポスターの費用対効果が低かったように思いますが、ポスターの意義を聞かせください。
Ａ:丸山司委員長
　市民に対する開催告知の意味と、出向した新入会員の長岡まつり関連事業における初仕事として、既存メンバーと共にポスターを配布することで、委員会の団結と新入会員の育成の効果があるので続けていただきたいと考えます。

Ｏ:青木征一郎委員長
　ポスターがない場合を想定して、どのように新入会員とおまつり委員会メンバーとの団結や士気を高められるかを考え引き継ぐことで、次年度に繋がるのではと思います。
Ａ:丸山司委員長
　今の答弁ですとポスター配布の部分だけが際立ってしまいましたが、新入会員には実働を含めて色々な役割を担ってもらい、既存メンバーがそれを補佐する形で実施計画を立て、実行しました。

以降の意見・質問は、持ち帰りとなった。
Ｑ:長谷川啓理事
　ポスターQRコードからの参加が11名とのことですが、他に電話での申込み等はありませんでしたか。

Ｏ:長谷川啓理事
　昨年の一般参加者80名に案内ハガキを送った結果、26名の参加があったとのことですが、約33%の高いリピーター率ですので、次年度以降も同じように募集を続けてほしいです。
Ｑ:長谷川啓理事
　丸山司委員長が、のように新入会員を引っ張っていったのかと、どのように新入会員が成長したのかをお聞かせください。
Ｑ:長谷川章理事
　運営上の問題点として、参加者に対して渡御ルートの周知が徹底されていなかったと感じましたが、委員会としてどのように考えていたのかお聞かせください。
Ｑ:長谷川章理事
　運営上の問題点②に「一般参加者受付の対応に追われる時間帯がありましたので混雑時の対応をシュミレーションしておくべきでした。」とありますが、去年の引継事項にもあった問題でしたので、どのような対策をどのように実施し、どのような問題があったのかをお聞かせください。

Ｏ:長谷川章理事
　運営上の問題点④「渡御ルートに入る際に周囲の確認を怠る場面がありましたので渡御の流れを入念な事前確認をしておくべきでした。」に対する委員会としての解決方法を教えてください。
Ｑ:長谷川章理事
　運営上の問題点⑤に「仕切台からの神輿後方に向けた指示が伝わりづらい」とありますが、委員会としての対策をお聞かせください。
【結果】佐田直人理事長
次回再協議となった。
(3) おまつり委員会「Nagaoka高校生フェスタ2014～未来に繋げ!Second Stage～」報告に関する件

【説明】丸山司委員長
　資料に基づいて説明を行った。
【補足】中村徹室長

　高校生が活気に溢れ活躍できる、Nagaoka高校生フェスタ2年目の活動をさせていただきました。忌憚のないご意見をお願いします。
Ｑ:長谷川章理事

　今年司会を務めた2名は、昨年ダンスパフォーマンスで参加していましたが、なぜ高校生スタッフとして参加することになったのかを教えてください。

Ａ:丸山司委員長
　高校生スタッフを募集するにあたり、その2名にはダンスパフォーマンスに参加することを前提に、演者兼スタッフとして協力していただきました。たいへん多くの仲間を集めてくれて、今回の高校生フェスタの要となりました。
Ｑ:長谷川章理事
　どのようなアプローチからそのようになりましたか。

Ａ:丸山司委員長
　LIC.Sports様に連絡して協力をお願いし、選抜していただいた生徒さんにお話をして参加を快諾していただきました。
Ｏ:長谷川章理事
　今後も継続していく上で、鍵を握るような高校生の存在は重要になってきますので、重点的に引き継ぎをお願いします。

Ｑ:長谷川章理事
　スタッフ会議のＱＡの中で、LOMメンバーに対して高校生スタッフ会議へのオブザーブ参加を促すような記載がありますが、元々おまつり委員会メンバーと新入会員でかなりの大人数であるのに、更に大勢のメンバーを連れていくことについて、お考えをお聞かせください。
Ａ:丸山司委員長
　本事業はおまつり委員会だけが行う事業ではないと考えています。できれば8月3日当日に多くのメンバーに来場していただき、高校生と共に構築してきたものを見ていただきたいという想いがあります。それがかなわないのであれば、事業構築の過程を見ていただき、高校生との交流をもっていただくことで、次年度へ繋げていきたいと考えています。

Ｏ:長谷川章理事

　これから高校生に主体的にやっていってもらう中で、長岡JCメンバーが大勢いては、高校生が萎縮して意見が言い難くなってしまう懸念がありますので、高校生スタッフ会議にLOMメンバーの参加を促す際には、参加者の比率を考慮するように引き継ぎをお願いします。
Ａ:丸山司委員長
　参考にいたします。

Ｑ:近藤久嗣理事

　予算について補助金が想定していた金額を下回った経緯をお聞かせください。
Ａ:丸山司委員長
　去年と同等の規模であれば同額の補助金が出ると予想していたのですが、査定の結果去年の額を下回りました。

【審議動議】近藤久嗣理事
審議への動議がなされた。
【セコンド】青木征一郎委員長
【動議採決】挙手にて行われた。
【採決結果】佐田直人理事長
全会一致で可決され、即時審議上程となった。
(4) 青少年委員会「「復興祈願花火フェニックス」への想い～ようこそフェニックス先生～」報告に関する件
【説明】桑原望委員長
　資料に基づいて説明を行った。
【補足】瀧川寛人室長
　多くの子供たちや学生にフェニックスの理念を伝える事ができました。また、委員会メンバーもこの事業を通じて良い学びが得られました。皆さんからの忌憚の無いご意見をお願いします。
Ｑ:倉重一郎理事
　「ようこそフェニックス先生」には、委員会メンバー以外のオブザーバーはどれくらい参加しましたか。

Ａ:桑原望委員長
　スタッフ以外の参加はありませんでした。

Ｏ:倉重一郎理事

　とても勉強になるいい事業ですので次年度以降もメンバーを巻き込むようお願いします。
【審議動議】倉重一郎理事
審議への動議がなされた。
【セコンド】長谷川啓理事
【動議採決】挙手にて行われた。
【採決結果】佐田直人理事長
全会一致で可決され、即時審議上程することとなった。
(5) 青少年委員会「「復興祈願花火フェニックス」への想い～みんなであげようフェニックス10～」報告に関する件
【説明】桑原望委員長
　資料に基づいて説明を行った。

【補足】瀧川寛人室長
　多くのメンバーや市民にご参加いただいて募金活動をする事ができました。次年度に引き継ぐために、忌憚のないご意見をお願いします。
Ｑ:石橋智宏理事
　LINEスタンプに販売期限はありますか。

Ａ:桑原望委員長
　期限はありません。フェニックス部会と相談しながら決めることができますので、来年に引き継ぐ事が可能です。

Ｑ:石橋智宏理事
　LINEスタンプをPRする場などは用意していますか。

Ａ:桑原望委員長
　現状では、来年以降フェニックス花火を打ち上げることが正式に決定していないため、LINEスタンプの販売はしてもいいが、大々的に発表するのは待つように指示されています。フェニックス部会または長岡まつり協議会で、来年のフェニックス花火の打ち上げが正式に決定されてから、プレスリリースや記者会見など広報活動を行って、大々的にPRしていく予定となっています。
Ｑ:高橋渉理事
　7月13日に中之島の道の駅での街頭協賛金募集活動を実施したのかをお聞かせください。
Ａ:桑原望委員長
　7月13日、中之島の道の駅で募金活動するにあたり万全の準備をしていましたが、会場の指定管理をしている企業から、施設内での募金活動の許可が出なかったため、実施することができませんでした。
Ｑ:長谷川啓理事
　来年以降のフェニックス花火の打ち上げは決まっていないとのご答弁がありましたが、委員長所見には「来年以降もフェニックス花火を打ち上げる方向性が示された」とあります。ご説明をお願いします。

Ａ:桑原望委員長

　長岡JCも、フェニックス部会も、来年以降フェニックス花火を打ち上げる方向で考え、動いています。ただし、フェニックス部会や長岡まつり協議会の正式な場で、来年以降もフェニックス花火を打ち上げるという決定がなされてはいない段階ですので、そのように答弁し、委員長所見に記載させていただきました。

Ｑ:長谷川章理事
　LINEスタンプ販売画面の紹介文には、市民の協賛金で打ち上がっているといった内容が入っていませんがこの文言はどのように決めましたか。

Ａ:桑原望委員長
　LINEの規約上、募金や寄付を呼びかけるような文章は不可とのことで、申請が取り下げになりました。規約に抵触しないよう修正した結果、このような記載になりました。
Ｑ:長谷川章理事
　一般の方々には売上の半分がどのように使われるのか伝わらないのでしょうか。

Ａ:桑原望委員長
　正式に打ち上げが決まれば、LINE以外の媒体では売上の一部はフェニックス花火の打ち上げに使いますというPRはしていきます。

Ｑ:長谷川章理事
　このLINEスタンプ販売画面のデザインや文言は後で変更できるのでしょうか。

Ａ:桑原望委員長
　可能ではありますが、かなり厳しい審査があり時間が掛かります。

Ｑ:難波俊輔委員長
　フェニックス大交流会への地元の学生の参加が少なかったということで、募金活動を通じては65名参加していただいていますが、大交流会への参加については案内文のほか、どのような形でPRしましたか。
Ａ:桑原望委員長
　65名は述べ人数でありますし、内訳としては高校生ボランティア講座に参加した学生等も含まれています。実施当日の8月4日が平日であったことで参加が少なかったという状況もあります。当然、募金活動の際に案内をしましたが、大交流会に参加する方が少なかったのは、そもそもの募金活動に参加する学生が少なかったということが一番の課題であります。
Ｏ:難波俊輔委員長
　多くの学生が参加することが目的でしたので、大交流会のあり方をもう少し工夫するとよかったかと思います。学生が大交流会の中身を学生に伝えて、募金活動を含めて行きたいと思ってもらえるような設えがあった方がいいと思います。
Ａ:桑原望委員長
　大交流会は、終わってみれば平原綾香さんが登場したのですが、事前に告知できませんので、なかなか大交流会だけでは魅力を伝えるのは難しいです。募金活動に多くの地元の学生が参加して、その中から一定の割合で大交流会に参加してもらえるのが理想であると考え、ボランティアの人数をいかに増やすかということを反省点として記載いたしました。
Ｑ:青木征一郎委員長
　LINEスタンプの販売画面には、長岡JCの名前はありません。LINEスタンプについて、長岡まつり協議会やフェニックス部会からどのような反応があったかお聞かせください。

Ａ:桑原望委員長
　LINEスタンプの販売画面は文字数の制限もあり、長岡JCの名前はありませんが、プレスリリースでは「フェニックス部会の一員として長岡JCが」という形でPRをしていきます。また、フェニックス部会の方々は長岡まつりに間に合わなかったのを残念がっていましたが、完成したLINEスタンプに対しては子供のように喜んでいましたし、次に繋がる取り組みであったと極めて高く評価していただいています。また、行政関係の方からも、長岡JCでなければできない取り組みだったと評価いただいております。行政関係の部門、他団体からLINEスタンプを作りたいからもう少し話を聞かせてほしいという問い合わせも受けています。
【審議動議】青木征一郎委員長
審議への動議がなされた。
【セコンド】難波俊輔委員長
【動議採決】挙手にて行われた。
【採決結果】佐田直人理事長
全会一致で可決され、即時審議上程することとなった。
(6) 長岡未来特別委員会7月担当公開例会「未来を創造する力～長岡の未来CMコンテスト2014～」報告に関する件

【説明】佐藤直樹特別委員長
　資料に基づいて前回からの変更点を中心に説明を行った。
Ｑ:倉重一郎理事
　出口調査という手法がどうだったかについてお聞かせください。

Ａ:佐藤直樹特別委員長
　出口調査は手法としては間違っていなかったと思いますが、出口調査をする必要性を担当するメンバーに伝え切れていなかったことが反省点です。
Ｏ:倉重一郎理事
　次年度は対外事業が増えると思います。アンケートは結果や傾向が分かる大切なものですので、この経験を次年度に引き継いでいただきたいです。
【審議動議】倉重一郎理事
審議への動議がなされた。
【セコンド】丸山司委員長
【動議採決】挙手にて行われた。
【採決結果】佐田直人理事長
全会一致で可決され、即時審議上程することとなった。
(7) クラブソイガイヤー「14ソイガイヤー8.3ミッション」報告に関する件

【説明】池田治司令長官
　資料に基づいて説明を行った。
【延長動議】大谷実理事
20分間の延長の動議がなされた。
【セコンド】青木征一郎委員長
【採決】挙手にて行われた。
【採決結果】佐田直人理事長
全会一致で可決された。
Ｑ:竹樋直也理事

　クラブソイガイヤーの活動で、過去に助成金を申請したことはあったのでしょうか。

Ａ:池田治司令長官

　ありません。
Ｏ:竹樋直也理事

　なぜ助成金の対象にならなかったのか等を引継事項に記載されてはいかがでしょうか。

Ａ:池田治司令長官

　参考資料として「市民活動助成金について」を添付しています。助成金の対象にならなかった理由は資料に記載のとおりです。
【審議動議】竹樋直也理事
審議への動議がなされた。
【セコンド】倉重一郎理事
【動議採決】挙手にて行われた。
【採決結果】佐田直人理事長
全会一致で可決され、即時審議上程することとなった。
17. 監事講評



:田中貴夫監事
　総務広報委員会 卒業例会「～卒業式・理事長引継式～」の承認おめでとうございます。例年どおりと言えば一言で済んでしまいますが、ご卒業生の皆様にとってはJC生活最後の例会となりますので、凛とした姿で設営していただいて、我々残る者に長岡JCを任せても大丈夫だと思っていただけるようにお願いします。
灯籠委員会の忘年会「響友(きょうゆう)～未来を開く長岡JC魂～」の件ですが、次回審議となり、委員会で議論することはないのかもしれませんが、事業計画書を拝見したところ、実施内容の記載の仕方が、タイムスケジュールを詳しく書きましたという印象で、淡々とこなしていく感じに見受けられます。忘年会ですから、盛り上がると思います。しかし、それはメンバー一人ひとりが、本年もよくやったという想いで自ら盛り上がっていくだけです。ぜひ、灯籠委員会のメンバーには、自分たちが忘年会を盛り上げてやるんだという意識を強く持って設営していただきたいと思います。次回再度の審議をよろしくお願いします。
　おまつり委員会「14長岡JC神輿渡御「一心」」報告は次回再協議となりましたが、昼事業と同様に委員長所見の中に「大好きな委員会メンバーへ」という文言がありました。非常に丸山司委員長らしいと感じましたし、その一言で委員会メンバーも報われるのではないかと思いました。本日頂いたご意見を真摯に受け止めて事業報告書に反映して、次回再協議の上程に臨んでください。
　青少年委員会の「「復興祈願花火フェニックス」への想い～ようこそフェニックス先生～」報告、「「復興祈願花火フェニックス」への想い～みんなであげようフェニックス10～」報告の両方の審議可決おめでとうございます。ただ、何をもって継承なのかは疑問に感じました。伝えるだけで継承されたとするのではなく、伝えた石巻の学生や長岡の小学生が、次年度にフェニックスが上がる場合に、協賛金募集活動のお手伝いに来ていただけることで、初めて継承されたと言えるのではないかと思いますので、来年の8月にまた報告してもらえれば、更に分かり易いと思いました。また、青少年事業は一年間で結果が出ないところがありますので難しいところもありますが、伝えたから終わりでなく今後を見据えて活動していただければと思います。
　長岡の未来特別委員会 7月担当公開例会「未来を創造する力～長岡の未来CMコンテスト2014～」報告の審議可決おめでとうございます。前回、動員について色々ご意見がありましたが、公開例会の意味というものを考えさせられた例会でした。一般参加者7名ということで、一人でも多くの市民の方にという想いで公開例会をするわけですので、７名という数字は少ないですが、0ではなかったということに尽きると思いました。

　クラブソイガイヤー「14ソイガイヤー8.3ミッション」報告の承認おめでとうございます。クラブ活動でなぜ理事会承認予算が必要なのかと思うところですが、予算を使っている以上、メンバーの巻き込み方を再検討された方がいいと思います。次年度以降も司令長官という立場でしっかり考えてください。

　本日はほとんどが報告案件でした。報告とは、目的がしっかり達成されたかということに尽きると思います。皆さんが考えた事業計画書の目的を遂行したのか、そして明るい豊かな社会に一歩でも近づけたのかを検証することが重要ですので、今後委員長の皆さんには事業目的と照らし合わせた中での検証をして報告するようお願いします。

以上
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